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本研究では，ブランケット増殖材 Flinabe に対し Li 化合物を溶解させることで TBR を上昇させ，溶融塩ブラ

ンケットの成立性向上の可能性を検討するために，中性子輸送解析による核的特性評価を実施した． 
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1. 背景 

溶融塩 Flinabe (LiF–NaF–BeF2) はヘリカル型核融合炉 FFHR-d1 の自己冷却式ブランケット材として提案さ

れている[1]．しかし，Flinabe はプラントル数が非常に大となる可能性が報告されており[2]，第一壁冷却が極

めて困難となることが懸念される．一方で，自己冷却式ではなく第一壁用の冷却材として別流体を用いる場

合，ブランケット領域は極めて限られるために増殖材 Flinabe の流動領域が減少する．結果として，十分なト

リチウム増殖比 (TBR) を得るために設計要件が厳しくなり，既存の設計案へ大きく影響する可能性がある．

よって，本研究では Flinabe へ Li 化合物を溶解させることを検討し，当該溶融塩における TBR向上の可能性

について評価する． 

2. 数値解析手法 

図 1 に FFHR-d1 のブランケットを模擬した解析体系を示す．

各層の構成材料および厚さ等は先行研究[3]を参照している．第

一壁冷却材として Heガス (50 気圧) を流動させており，増殖領

域は Flinabe (LiF–NaF–BeF2 = 31–31–38 mol%) に加え，Li 化合物 

(Li2B4O7，Li3AlF6) を溶解させた均質材料を想定している．なお

共存性の観点から，BeF2と反応して Li 化合物から LiF が生成さ

れないと予想されるものを標準生成ギブズエネルギーに基づき

選定している．評価においてはモンテカルロ法中性子輸送計算コ

ード MVP-2.0，及び断面積ライブラリ JENDL4.0 を使用した． 

3. 数値解析結果 

 

 

図 2に Li 化合物の溶解度に対する TBRの計算結果を示す．添 図 1 数値解析体系 

加した Li2B4O7，Li3AlF6の密度は比較的高く，また含有する他核

種の中性子吸収断面積が大きくないことから，当該化合物の添加

により TBR 向上が期待できる結果が得られた．一方で，本体系

において TBR は 1 未満であり，設計成立性の向上のためにはよ

り TBR を大とする必要がある．また，Flinabe 中の Li 化合物の

溶解度や共存性について更なる評価が必要である．その他の増殖

材および冷却材等の組合せによる検討結果を当日報告する． 
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